
Japan
Phone: +81 3 6895 7390
Shinbashi Tokyu Bldg 3F　4-21-3
Shinbashi　Minato-ku Tokyo 
105-0004　Japan

CBI 学会 2017 年大会スポンサードセッション

Dotmatics ‒ 
抗体・核酸創薬研究業務向け統合インフォマティクスソリューション

　抗体・核酸創薬研究を実施・評価するワークフローは、多様なデータ集約かつ多面的なプロセスが必
要です。 さらに今日の研究プロジェクトでは国境を越え、研究機関の共同ネットワークを通じて実施さ
れることが多くなってきています。
　しかし、多くの研究機関ではデータがアクセスや結合が難しいサイロ化されたデータベースに保管さ
れているため、分析や視覚化ツールには特別なスキルセットが必要であり、デザインツールは科学者が
日常的に使用するラボシステムとは切り離されています。
　Dotmatics ソフトウェアスイートは、これらの問題に対処し、低分子および生体高分子の登録および
在庫管理、スクリーニングデータ分析および視覚化からマルチスクリーニングヒットプロファイルまで
のスクリーニングワークフローのあらゆる段階でのニーズを満たす、シームレスに統合されたインフォ
マティクスソリューションを提供することを目的としています。
　分子生物学者は、分子生物学者が実験を電子ラボノートに記録し、DNA、RNA、タンパク質、抗体、
ADC、プラスミド、細胞株、およびユーザー定義の様々なエンティティ記録し、これらのエンティティ
間の関係を記録するために Bioregister を使用することができます。 また、ユーザーはこれらのすべて
のエンティティのサンプルを記録し、ベクターをクローン化し、精製および発現情報を管理し、タンパ
ク質生産プロセスを管理することができます。
　スクリーニングの研究者は、プレートおよび非プレートベースのアッセイ、標準およびカスタムアッ
セイプロトコール、カーブフィッティング、プレートリーダーおよびプレートレイアウトの分析プロト
コルを定義できます。 このソリューションは、ハイコンテンツスクリーニングや時系列データの処理な
どの最新技術をサポートするために集中的に開発されています。
　私たちのセミナーでは、シームレスに統合されたソフトウェアが、実験全体のワークフローに必要な
時間を大幅に短縮する方法について概要を説明します。

講演者：三浦宣夫、ゾルト・レプ

開催日時：10月 3日（火）16:00-17:30
会場：タワーホール船堀 2F 福寿桃源 
主催：ドットマティクス
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スケーラブル・サイエンティフィック
インフォマティックス・ソリューションズ

dotmatics.com/ja-jp

Dotmaticsの総合的な科学的なソリューションは
バイオ医薬品および科学的な組織のための知識管理
データストレージ、企業のクエリとレポート作成および
データ解析と可視化のためのツールが含まれています。


